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事業の実施内容及び成果に関する報告書 

 

 

１ 事 業 名 

  2025年度 海外で開催される国際会議等で研究発表を行う大学院生の研究交流活動 補助事業 

 

２ 指導教員（申請者） 

東京農工大学 工学研究院 先端機械システム部門 倉科研究室 

  倉科 佑太 

 

３ 海外渡航者 

  東京農工大学大学院 工学府 機械システム工学専攻 

  若山 晃佑 

 

４ 事業の実施経過（海外渡航者の行程） 

2025年9月14日     日本発 

9月15日     アムステルダム（オランダ）着 

    9月15日～18日  国際会議参加 

9月19日     アムステルダム（オランダ）発 

9月20日     日本着 

 

 

５ 海外渡航者が参加した会議内容 

（１）会議名 

    The 2025 IEEE International Ultrasonics Symposium 

 

（２）開催地（国名／都市名） 

    オランダ／ユトレヒト 

 

（３）開催時期 

    2025年9月15日 ～ 2025年9月18日 

 

（４）概要 

   参加した国際学会のThe 2025 IEEE International Ultrasonics Symposium (IUS 2025)は， 
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超音波に関する基盤技術から先端的な応用研究までを幅広く対象とする国際会議であり，医 

療診断，センシング，トランスデューサ，工業応用，音響物理，さらには表面弾性波やバル 

ク波デバイスといったマイクロ音響デバイスに関する研究成果が発表されている．開催頻度 

は年1回であり，第62回となる今回は，2025年9月15日から4日間の日程で，オランダのユトレ 

ヒトで開催された．今回のIUS 2025には，投稿されたアブストラクトのうち，78％が採択さ 

れた．世界中から多くの研究者や専門家が参加する超音波工学および関連分野における世界 

有数の国際会議のひとつであり，約1700名が参加した． 

 

（５）発表形式 

ポスター 

 

（６）研究テーマと発表内容 

  【発表題目】 

Surface acoustic wave–driven directional splashing for artificial pollination of 

strawberry 

      【発表内容】 

       ・研究背景 

    イチゴを生み出す重要な工程として，受粉がある．一般的な受粉方法として，ミツバチな

どの花粉媒介昆虫を利用する自然受粉が挙げられる．しかし，この受粉方法は大規模農場で

比較的容易に行える一方で，天候や昆虫のコンディションに左右されやすく，安定した栽培

が難しい．この問題を解決する方法として，筆や耳かきの綿球を利用して行う人工授粉があ

る．人工授粉は，昆虫などのコンディションに左右されることなく，選択的に受粉が行える

一方で，手作業での受粉は非効率である．そこで，近年シャボン玉を用いて受粉させる方法 (X. 

Yang et al., iScience., 2020)や送風機を用いて花に振動を与えることで受粉させる方法 (N. 

Uematsu et al., AFFRC, 2022)が報告されている．しかし，これらの方法は，大規模な受粉

が可能である一方で，シャボン玉は風の影響を受けやすく，送風機は特定の花に狙いを定め

て花粉を届けることが困難である．そのため，いずれも指向性に欠けるという課題がある．

これらの従来の手法では，安定した受粉が困難であり，受粉が不十分な場合、イチゴは奇形

果となってしまう． 

そこで，本研究ではこれらの課題を解決する方法として，噴霧に指向性を有する表面弾性

波（SAW）デバイスを用いた受粉方法を提案する．SAWデバイスは噴霧溶液がレイリー角（～

22°）方向に飛翔する特性を有しており，従来手法では難しかった特定の花への指向的な噴

霧が可能となる．本研究では SAW デバイスによる指向性噴霧を用いて，花粉の無駄な飛散を

抑えつつ，選択的かつ安定的な人工授粉の実現を目指す． 
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    ・実験方法 

     本研究では花粉の代替として，ヒカゲノカズラの胞子を染色した石松子を混合した溶液を

作製した．この溶液を SAWデバイス上に滴下し，電流値 200～1000 mAの範囲で交流電圧を印

加し，噴霧実験を行った．各電流値における石松子の飛散数や噴霧挙動を評価・観察した． 

    ・実験結果および考察 

     SAW デバイスの前方に不識布を配置し，不識布に付着した石松子の数を実体顕微鏡で観察

した．電流値 600〜1000 mA の範囲で石松子の飛散が確認され，特に 800 mA では飛散した石

松子の数が最も多かった．一方 1000 mA では，噴霧方向がレイリー角方向から鉛直方向に変

化したため，不識布に付着した石松子の数が大幅に減少した．この結果から，本手法は安定

的かつ効率的なイチゴの受粉方法となる可能性を示した． 

【具体的な質疑応答の例】 

Q1. 噴霧の指向性とは何ですか． 

A1. 噴霧によって生成された微粒子が，特定の方向（～22°）に向かって射出されることを示

します． 

Q2. 今後の研究の展開 

A2. 今後は実際のイチゴの花に対して指向性噴霧を行い，結実率や果実形状から受粉効果を評

価します．さらに，噴霧条件やデバイス設計を検討し，現場応用に向けた基礎的なデータ

を蓄積していきます． 

Q3. SAWデバイスによる指向性噴霧は，他にどんな応用先がありますか． 

A3. 農業分野だけでなく，経鼻や肺など特定部位への薬剤送達といった医療分野での応用可能

性も検討されています． 

 

 （７）参加した成果 

本会議への参加を通じて，多くの研究者と議論を交わし，自身の研究に対する具体的なフィ

ードバックを得ることができた．特に，超音波やSAWデバイスを実際に扱う研究者からはデバイ

ス構造や噴霧条件に関する具体的な質問を受け，SAW分野に踏み込んだ専門的な議論を行うこと

ができ，大きな学びとなった．また，他分野のセッションにも積極的に参加したことで，異な

る分野ならではの視点や技術の応用に触れ，マルチスケールで課題解決に取り組む重要性を改

めて認識することができた．以上の経験から，研究に対する視野が大きく広がり，今後の研究

を進める上で大きく刺激を受けた． 

 

 （８）成果を公表している研究室ホームページ上のＵＲＬ 

    International conferences – Kurashina Lab 

 

https://tuat-kurashina.jp/international-conferences/
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（９）ＪＫＡ補助事業バナーを表示している研究室ホームページ上のＵＲＬ 

    Kurashina Lab – Kurashina Lab 

 

 

６ 今後予想される効果 

  国際会議での発表や世界中の研究者との意見交換を通じて，私が目指す「学術的専門性に加えて，

マルチスケールな視点から困難な課題に挑む研究者」の実現に向けて大きな糧となった．研究者や

専門家との議論を通じて得た知見や研究課題は，今後のSAW噴霧技術の研究をより一層深化させ，農

業だけでなく，医療分野といった異分野への工学的アプローチの発展にも寄与すると考えている．

また，異なる研究分野を専門とする研究者との交流によって，国際的な視点や柔軟な発想の重要性

を改めて認識した．今回得られた学びを研究活動全体に還元するとともに，私が目指している研究

者像の実現に向けて着実に成長していきたい． 

 

 

７ その他 

  この事業は、競輪の補助を受けて実施しました。 
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